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平成 31 年（2019）4 月 

赤坂新町五丁目町会長 山下 
     

この四月でいよいよ平成が終了致します。5月からは新元号 「令和」が始まります。 

「大化」以来 248 番目となる新元号は初めて国書である万葉集第 5 巻「梅花の歌 32

首」の序文からの引用とのこと、歴史的改元の時を迎えます。凛とした平和のための 

覚悟が感じられるより良き時代が来ることを期待したいものです。 

 

1）神輿倉庫検討会、 1月 31日（木）および 3月 13日（水） 

 地盤の懸念、新山車展示場、駐車場建設などに伴う神輿倉庫建設に関して、各町会の現倉庫在庫の 

確認を行いました。今後は、建設業者を加えて、具体的に新倉庫デザインを考える段階に進みます。当町会

も在庫品目表と保存・廃棄のリストを提出しました。 

 

2）赤坂氷川山車保存会 第 92回役員会 3月 20日（水） 
今年の氷川祭は、宵宮、子供神輿巡行、山車を中心とする神幸祭をおこなう方向で確認。 

（ただし、宮神輿、町会神輿連合は行わない） 
                                                

3）地域デビューの会（区民センター） 3月 3日（日） 

赤坂青山町会連合会主催の地域デビューの会が開催され、当町会の紹介も展示されました。 
パネルデスカション・講演会と地域の課題を改めて思い起こさせる会でありました。 

4）3月 31日（日）町会・商店会 合同花見会及び第 9回ミニ防災訓練（約 36名参加） 

満開の桜の中、恒例の合同花見会および第 9回ミニ防災訓練を兼ねて行われました。今年は例年にも増して、

各関役員、参加会員のそれぞれのご協力を得られて 華やかに楽しいひと時を過ごすことができたと思いま

す。参加していただいた皆様およびご協力いただいた役員の方々、大変ありがとうございました。 

                    
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 


